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所
員
活
動
一
覧
︵
二
〇
一
三
年
四
月
一
日
～
九
月
三
〇
日
︶

荒
木
　
浩

◦
著
書

︵
共
著
︶
小
峯
和
明
編
著
﹃
日
本
文
学
史
　
古
代
・
中
世
編
﹄﹁
第
Ⅱ
部
中
世
の
文
学
　
第
九
章
説
話
集
と
法
語
﹂
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
五
月

﹃
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
の
す
す
め
﹄︵
楊
暁
捷
・
小
松
和
彦
と
共
編
︶
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
三
年
八
月

◦
論
文

﹁
知
識
集
積
の
場
︱
中
世
へ
の
表
徴
と
し
て
﹂
苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
・
末
木
文
美
士
編
﹃
岩
波
講
座
　
日
本
の
思
想
　
第
二
巻
　
場
と
器

︱
思
想
の
記
録
と

伝
達
﹄
岩
波
書
店
　
二
〇
一
三
年
五
月

﹁
宮
澤
賢
治
﹃
二
十
六
夜
﹄
再
読
︱
浄
土
教
か
ら
法
華
世
界
へ
の
結
節
と
﹃
月
天
子
﹄
︱
﹂﹃
日
本
仏
教
綜
合
研
究
﹄
第
一
一
号
︵
二
〇
一
二
年
度
号
︶
日
本
仏
教
綜
合
研

究
学
会
　
二
〇
一
三
年
五
月

﹁
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
説
話
と
メ
デ
ィ
ア
︱
媒
介
と
作
用
︱
　﹃
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
文
字
と
説
話
文
学
史
︱
矜
恃
す
る
和
語
、
質
疑
応
答
﹄﹂
説
話
文
学
会
編
﹃
説
話
か

ら
世
界
を
ど
う
解
き
明
か
す
の
か
　
説
話
文
学
会
設
立
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
［
日
本
・
韓
国
］
の
記
録
﹄
笠
間
書
院
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁︿
国
文
学
﹀
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
︱
レ
ト
ロ
︱

プ
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
な
デ
ジ
タ
ル
元
年
﹂
楊
暁
捷
・
小
松
和
彦
・
荒
木
浩
編
﹃
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
の
す
す
め
﹄
勉
誠
出
版
　

二
〇
一
三
年
八
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
学
融
合
推
進
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂﹃
学
融
合
推
進
セ
ン
タ
ーN

ew
s 

L
etter

﹄
第
一
二
号
　
総
合
研
究
大
学
院
大
学
学
融
合
推
進
セ
ン
タ
ー
　

二
〇
一
三
年
五
月

﹁
書
評
　
河
東
仁
編
﹃
夢
と
幻
視
の
宗
教
史
　
上
﹄︵
リ
ト
ン
︶﹂﹃
週
刊
読
書
人
﹄
二
〇
一
三
年
六
月
二
八
日
号
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磯
前
順
一

◦
著
書

﹃
ど
こ
に
も
い
な
い
あ
な
た
へ
│
恋
愛
と
学
問
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
﹄
秋
山
書
店
　
二
〇
一
三
年
五
月

﹃
閾
の
思
考
　
他
者
・
外
部
性
・
故
郷
﹄
法
政
大
学
出
版
局
　
二
〇
一
三
年
八
月

◦
論
文

﹁
ア
ラ
ブ
か
ら
近
代
日
本
を
考
え
る
︱
複
数
の
近
代
を
め
ぐ
っ
て
﹂﹃
一
神
教
学
際
研
究
︵JISM

O
R

︶﹄
八
　
同
志
社
大
学
一
神
教
学
際
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三

月
﹁
複
数
性
と
排
除
：﹃
他
者
な
き
他
者
﹄
の
世
界
を
生
き
る
た
め
に
﹂﹃
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
﹄
三
〇
　
二
〇
一
三
年
三
月

﹁
国
民
国
家
と
い
う
幻
想
を
越
え
る
た
め
に
﹂﹃
福
音
と
世
界
﹄
二
〇
一
三
年
一
〇
月
号
　
新
教
出
版
社

﹁
被
災
地
に
胎
動
す
る
新
た
な
宗
教
性
︱
﹃
カ
フ
ェ
・
デ
・
モ
ン
ク
﹄
を
め
ぐ
っ
て
﹂﹃
世
界
﹄
二
〇
一
三
年
一
〇
月
号N

o. 848

　
岩
波
書
店

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
書
評
　
西
川
長
夫
﹃
植
民
地
主
義
の
時
代
を
生
き
て
﹄﹂﹃
週
刊
読
書
人
﹄
二
〇
一
三
年
八
月
九
日
号

﹁
特
集
・
島
薗
先
生
ご
退
官
　
安
ず
る
こ
と
な
き
精
神
︱
生
涯
一
研
究
者
で
あ
る
こ
と
﹂﹃
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
﹄
別
冊
三
〇
　
二
〇
一
三
年
八
月

伊
東
貴
之

◦
論
文

﹁
中
国
近
世
思
想
脈
絡
中
所
見
的
欲
望
：
調
和
与
共
生
﹂
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
中
国
思
想
史
研
究
室
主
刅
﹃
中
國
哲
學
﹄
第
二
十
六
輯
　
中
国
社
会
科
学
出
版

社
　
二
〇
一
三
年
八
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
項
目
執
筆
﹃
経
世
致
用
﹄
他
一
一
項
目
﹂
編
集
代
表
　
尾
崎
雄
二
郎
・
竺
沙
雅
章
・
戸
川
芳
郎
﹃
中
国
文
化
史
大
事
典
﹄
大
修
館
書
店
　
二
〇
一
三
年
四
月

﹁
書
評
﹃
非
日
常
と
い
う
日
常

︱
﹁
文
革
﹂
の
息
吹
と
異
邦
人
の
﹁
眼
差
し
﹂﹄﹂﹃
図
書
新
聞
﹄
第
三
一
〇
六
号
　
二
〇
一
三
年
四
月
一
三
日
号
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稲
賀
繁
美

◦
著
書

［
執
筆
協
力
］﹁O

kakura in the global C
ontext

﹂﹁
日
本
再
発
見
﹂﹁
中
国
踏
査
旅
行
﹂﹁
ベ
ン
ガ
ル
知
識
人
た
ち
と
の
交
流
﹂﹁
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

イ
ン 

ボ
ス
ト
ン
﹂﹁
英

文
著
作
に
み
るO

K
A

K
U

R
A

﹂﹁
天
心
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
﹂﹃
別
冊
太
陽
　
日
本
の
こ
こ
ろ
二
〇
九
　
岡
倉
天
心
　
近
代
美
術
の
師
﹄
平
凡
社
　
二
〇
一
三
年
六
月

◦
論
文

﹁
ク
ー
ル
ベ
︽
石
割
り
︾
の
軌
跡

︱
政
治
と
芸
術
﹂
永
井
隆
則
編
﹃
フ
ラ
ン
ス
近
代
美
術
史
の
現
在
：
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ト
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
以
後
の
視
座
か
ら
﹄︵
初
版
第

二
刷
︶
三
元
社
　
二
〇
一
三
年
四
月

﹁
観
光
案
内
に
載
ら
な
い
パ
リ
案
内
︵
中
︶︵
下
︶

︱
日
曜
日
と
月
曜
日
、
た
っ
た
二
日
で
廻
れ
る
、
知
ら
れ
ざ
る
街
中
の
秘
境
﹂﹃
あ
い
だ
﹄
二
〇
二
・
二
〇
三
号

︵
連
載
第
九
五
・
九
六
回
︶　
二
〇
一
三
年
四
・
五
月

﹁
非
母
語
と
い
う
類
似
餌
︵
ル
ア
ー
︶
に
は
何
が
掛
か
る
か
﹂
郭
南
燕
編
﹃
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
日
本
語
文
学
︱
多
言
語
多
文
化
の
あ
い
だ
﹄
三
元
社
　
二
〇
一
三
年
六
月

“Japanese P
hilosophers G

o W
est: T

he E
ffect of M

aritim
e Trips on P

hilosophy in Japan w
ith Special R

eference to the C
ase of W

atsuji Tetsurō 

(1889–1960), ” Japan R
eview

 N
o. 25, 2013.

﹁
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

―
バ
ロ
セ
ロ
ナ
・
カ
イ
シ
ャ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
展
覧
会
よ
り
︵
前
︶︵
後
︶﹂﹃
あ
い
だ
﹄
二
〇
六
・
二
〇
七
号
︵
連
載
第

九
七
・
九
八
回
︶　
二
〇
一
三
年
八
・
九
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
多
国
籍
化
す
る
専
門
書
店
へ
の
羨
望
　
パ
リ
の
新
刊
書
店
に
み
る
昨
今
の
事
情

︱
書
店
の
現
在
を
考
え
る
︵
１
︶﹂﹃
図
書
新
聞
﹄
第
三
〇
一
一
号
︵
連
載
一
三
六
︶　

二
〇
一
三
年
五
月

﹁
な
ぜ
台
湾
の
誠
品
書
店
は
元
気
が
よ
い
の
か
　
日
本
の
新
刊
書
扱
い
大
型
書
店
に
奮
起
を
願
う

︱
書
店
の
現
在
を
考
え
る
︵
２
︶﹂﹃
図
書
新
聞
﹄
第
三
一
一
四
号

︵
連
載
一
三
七
︶　
二
〇
一
三
年
六
月

﹁
武
術
伝
授
に
つ
い
て
：
カ
セ
ム
・
ズ
ガ
リ
さ
ん
と
の
対
話
か
ら
﹂﹃
か
み
は
ま
合
気
道
﹄
二
〇
一
三
年
度
版
第
一
五
号
　
三
重
大
学
合
気
道
部
Ｏ
Ｂ
会
　
二
〇
一
三
年
六

月
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﹁
水
族
館
を
思
い
出
し
て
み
て
﹂﹃
小
論
文
﹄︵
再
掲
︶
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
二
〇
一
三
年
第
一
学
期

﹁
韓
国
に
比
較
文
学
の
﹃
辺
境
﹄
を
踏
査
す
る
︱
国
際
比
較
文
学
会
　
第
十
九
回
ソ
ウ
ル
大
会
︵A

ug. 
15–21, 

2010

︶
の
報
告
と
反
省
﹂︵
再
掲
︶﹃
韓
国
比
較
文
学
会
﹄

第
六
〇
号
　
二
〇
一
三
年
六
月

﹁
洋
書
と
和
書
の
棲
み
分
け
を
廃
止
し
よ
う

︱
外
国
書
の
売
り
上
げ
落
ち
込
み
に
日
本
の
病
理
を
探
る

︱
書
店
の
現
在
を
考
え
る
︵
３
︶﹂﹃
図
書
新
聞
﹄
第

三
一
一
七
号
︵
連
載
一
三
八
︶　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁
武
術
伝
授
に
つ
い
て
：
カ
セ
ム
・
ズ
ガ
リ
さ
ん
と
の
対
話
か
ら
﹂︵
再
掲
︶﹃
赤
門
合
氣
道
﹄
平
成
二
五
年
度
第
五
四
号
　
東
京
大
学
合
気
道
部
赤
門
合
気
道
倶
楽
部
　

二
〇
一
三
年
七
月

﹁
日
文
研
×
地
球
研
　
座
談
会
人
文
学
が
み
る
文
化
・
社
会
・
環
境
︱
た
と
え
ば
﹃
お
っ
さ
ん
は
な
ぜ
き
れ
い
な
女
の
子
が
好
き
な
の
か
﹄
に
つ
い
て
︵
井
上
章
一
・
阿

部
健
一
・
鞍
田
崇
と
︶﹂﹃
地
球
研
ニ
ュ
ー
ス
﹄N

o. 43

　
二
〇
一
三
年
七
月

井
上
章
一

◦
著
書

﹃
伊
勢
神
宮
と
日
本
美
﹄
講
談
社
学
術
文
庫
　
二
〇
一
三
年
四
月

﹃
性
欲
の
研
究
︱
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ジ
ア
﹄︵
編
著
︶
平
凡
社
　
二
〇
一
三
年
五
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
ゆ
た
か
な
番
組
を
さ
さ
え
る
も
の
﹂
辻
一
郎
・
音
好
宏
監
修
﹃
テ
レ
ビ
の
未
来
と
可
能
性
︱
関
西
か
ら
の
発
言
︱
﹄
大
阪
公
立
大
学
出
版
会
　
二
〇
一
三
年
四
月

﹁
書
評
　
村
井
康
彦
著
﹃
出
雲
と
大
和
﹄﹂﹃
週
刊
ポ
ス
ト
﹄
二
〇
一
三
年
四
月
五
日
号

﹁
書
評
　
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
リ
エ
著
﹃
ピ
ア
ニ
ス
ト
﹄﹂﹃
日
本
経
済
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
四
月
一
七
日

﹁
ラ
ブ
ホ
テ
ル
と
シ
ン
デ
レ
ラ
城
﹂﹃
中
央
公
論
﹄
二
〇
一
三
年
五
月
号

﹁
恐
竜
た
ち
と
伊
勢
神
宮
﹂﹃
本
﹄
二
〇
一
三
年
五
月
号
　
講
談
社

﹁
書
評
　
奈
良
岡
聰
智
著
﹃
八
月
の
砲
声
﹄
を
聞
い
た
日
本
人
﹂﹃
日
本
経
済
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
五
月
八
日
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﹁
対
談
　
西
の
エ
ッ
チ
　
東
の
エ
ッ
チ
︵
鹿
島
茂
と
︶﹂﹁
対
談
　
上
海
モ
ダ
ン
の
風
俗
事
情
︱
ソ
ー
プ
ラ
ン
ド
か
ら
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
ま
で
︱
︵
劉
建
輝
と
︶﹂﹁
ハ
ル
ビ

ン
紀
行
の
日
本
人
︱
大
日
本
帝
国
の
欲
望
と
、
裸
に
な
っ
た
ロ
シ
ア
の
女
た
ち
﹂﹁﹃
乳
﹄
と
﹃
お
っ
ぱ
い
﹄﹂﹃
性
欲
の
研
究
︱
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ジ
ア
﹄
平
凡
社
　

二
〇
一
三
年
五
月

﹁
書
評
　
森
正
人
著
﹃
ハ
ゲ
に
悩
む
﹄﹂﹃
日
本
経
済
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
五
月
二
九
日

﹁
書
評
　
ニ
コ
ラ
ス
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
著
﹃
危
機
言
語
﹄﹂﹃
週
刊
ポ
ス
ト
﹄
二
〇
一
三
年
五
月
三
一
日
号

﹁
現
代
の
建
築
家
・
一
三
　
白
井
晟
一
︱
民
衆
的
な
、
あ
ま
り
に
民
衆
的
な
﹂﹃G

A

　JA
PA

N

﹄122

　
二
〇
一
三
年
五
月

﹁
書
評
　
青
山
通
著
﹃
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
が
﹁
音
楽
﹂
を
教
え
て
く
れ
た
﹄﹂﹃
日
本
経
済
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
六
月
一
九
日

﹁
日
本
語
で
書
く
と
い
う
こ
と
︱
関
西
人
の
立
場
か
ら
﹂
郭
南
燕
編
﹃
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
日
本
語
文
学
︱
多
言
語
多
文
化
の
あ
い
だ
﹄
三
元
社
　
二
〇
一
三
年
六
月

﹁
思
想
史
と
宗
教
史
の
、
そ
の
裏
側
は

︱
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
を
め
ぐ
っ
て
﹂
苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
・
末
木
文
美
士
編
﹃
岩
波
講
座
　
日
本
の
思

想
　
第
六
巻
　
秩
序
と
規
範

︱
﹁
国
家
﹂
の
な
り
た
ち
﹄
岩
波
書
店
　
二
〇
一
三
年
六
月

﹁
サ
ン
バ
の
国
に
見
ら
れ
ぬ
日
本
の
管
理
意
識
﹂﹃
中
央
公
論
﹄
二
〇
一
三
年
七
月
号

﹁
テ
ラ
ー
ニ
に
み
ち
び
か
れ
﹂﹃
磯
崎
新
建
築
論
集
　
月
報
５
﹄
岩
波
書
店
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁
書
評
　
槇
文
彦
・
神
谷
宏
治
編
著
﹃
丹
下
健
三
を
語
る
﹄﹂﹃
日
本
経
済
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
七
月
一
〇
日

﹁
京
季
行
　
祇
園
祭
と
夏
　
絢
爛
と
質
素
　
鮮
や
か
な
対
比
﹂﹃
読
売
新
聞
﹄　
二
〇
一
三
年
七
月
一
一
日

﹁
書
評
　
吉
松
隆
著
﹃
作
曲
は
鳥
の
ご
と
く
﹄﹂﹃
週
刊
ポ
ス
ト
﹄
二
〇
一
三
年
七
月
一
二
日
号

﹁
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

伊
勢
へ
七
度
：
日
本
人
の
巡
礼
観
﹂︵
神
崎
宣
武
・
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
・
高
媛
と
︶﹃
伝
統
文
化
﹄N

o. 48

　
平
成
二
五
年
・
夏
号
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁
対
談
　
安
土
桃
山
時
代
は
、
本
来
、
安
土
大
坂
時
代
の
は
ず
で
す
。
古
墳
時
代
に
し
て
も
⋮
⋮
︵
樋
口
武
男
と
︶﹂﹃
週
刊
文
春
﹄
二
〇
一
三
年
七
月
二
五
日
号

﹁
書
評
　
小
野
清
美
著
﹃
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
と
ナ
チ
ズ
ム
﹄﹂﹃
日
本
経
済
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
七
月
三
一
日

﹁
日
文
研
×
地
球
研
　
座
談
会  

人
文
学
が
み
る
文
化
・
社
会
・
環
境
︱
た
と
え
ば
﹃
お
っ
さ
ん
は
な
ぜ
き
れ
い
な
女
の
子
が
好
き
な
の
か
﹄
に
つ
い
て
︵
稲
賀
繁
美
・
阿

部
健
一
・
鞍
田
崇
と
︶﹂﹃
地
球
研
ニ
ュ
ー
ス
﹄N

o. 43

　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁
現
代
の
建
築
家
・
一
四
　
村
野
藤
吾
︱
戦
時
を
く
ぐ
り
、
マ
ル
ク
ス
を
読
み
ぬ
く
﹂﹃G

A

　JA
PA

N

﹄123

　
二
〇
一
三
年
七
月
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﹁
解
説
﹂
花
房
観
音
著
﹃
女
坂
﹄
講
談
社
文
庫
　
二
〇
一
三
年
八
月

﹁
畳
の
末
路
﹂﹃
現
代
風
俗
﹄
二
〇
六
　
二
〇
一
三
年
八
月

﹁
書
評
　
竹
下
節
子
著
﹃
戦
士
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
炎
上
と
復
活
﹄﹂﹃
日
本
経
済
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
八
月
二
一
日

﹃
国
家
を
性
欲
か
ら
考
え
るZIN

C
L

O
!B

LU
E

 002

井
上
章
一
﹄
株
式
会
社
グ
レ
イ
プ
ス
　
二
〇
一
三
年
八
月

﹁
現
代
の
建
築
家
・
一
五
　
吉
田
五
十
八
︱
数
寄
屋
は
明
る
く
、
艶
や
か
に
﹂﹃G

A

　JA
PA

N

﹄124

　
二
〇
一
三
年
九
月

﹁
京
都
人
嫌
い
の
、
京
大
び
い
き
﹂﹃
コ
ト
バ
﹄
二
〇
一
三
年
秋
号
　
二
〇
一
三
年
九
月

﹁
古
書
店
の
棚
に
お
か
れ
た
子
供
の
夢
﹂︵
再
録
︶
週
刊
朝
日
編
集
部
編
﹃
忘
れ
ら
れ
な
い
一
冊
﹄
朝
日
新
聞
出
版
　
二
〇
一
三
年
九
月

﹁
書
評
　
林
浩
平
著
﹃
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ロ
ッ
ク
﹄﹂﹃
日
本
経
済
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
九
月
一
一
日

﹁
書
評
　
鈴
木
涼
美
著
﹃﹁
Ａ
Ｖ
女
優
﹂
の
社
会
学
﹄﹂﹃
週
刊
ポ
ス
ト
﹄
二
〇
一
三
年
九
月
二
〇
・
二
七
日
合
併
号

﹁
市
井
の
好
奇
心
に
こ
そ
光
﹂﹃
読
売
新
聞
﹄　
二
〇
一
三
年
九
月
二
三
日

牛
村
　
圭

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
現
代
の
こ
と
ば
　
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
推
進
と
い
う
拝
外
思
想
﹂﹃
京
都
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
五
月
一
三
日

﹁
現
代
の
こ
と
ば
　
女
王
ア
リ
は
空
か
ら
﹂﹃
京
都
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
六
月
二
一
日

榎
本
　
渉

◦
論
文

﹁
ア
ジ
ア
の
中
の
建
長
寺
︱
鎌
倉
時
代
の
住
持
中
の
渡
来
僧
の
位
置
︱
﹂﹃
禅
文
化
﹄
二
二
八
号
　
二
〇
一
三
年
四
月

﹁
元
末
明
初
的
日
元
航
路
︱
兼
及
新
発
掘
僧
伝
之
介
紹
﹂
范
金
民
・
胡
阿
祥
主
編
﹃
江
南
地
域
文
化
的
歴
史
演
進
文
集
﹄
三
聯
書
店
　
二
〇
一
三
年
五
月



95

郭
　
南
燕

◦
著
書

﹃
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
日
本
語
文
学
︱
多
言
語
多
文
化
の
あ
い
だ
﹄
三
元
社
　
二
〇
一
三
年
六
月

◦
論
文

﹁
志
賀
直
哉
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

︱
文
体
上
の
影
響
に
関
す
る
考
察

︱
﹂
黄
自
進
主
編
﹃
東
亜
世
界
中
的
日
本
與
台
湾
　
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
と

台
湾
﹄
中
央
研
究
院
人
文
社
会
科
学
研
究
中
心
　
二
〇
一
三
年
七
月

笠
谷
和
比
古

◦
論
文

﹁
思
想
史
と
実
体
史
と
の
往
還

︱
丸
山
眞
男
理
論
の
社
会
不
適
合
説
を
め
ぐ
る
議
論
に
寄
せ
て

︱
﹂﹃
日
本
思
想
史
学
﹄
第
四
五
号
　
二
〇
一
三
年
九
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
近
世
の
幕
府
と
朝
廷
︵
一
︶
徳
川
家
康
の
征
夷
大
将
軍
任
官
﹂﹃
究
﹄
四
月
号
︵
通
巻
第
二
五
号
︶
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
四
月

﹁
近
世
の
幕
府
と
朝
廷
︵
二
︶
京
都
と
二
条
城
﹂﹃
究
﹄
五
月
号
︵
通
巻
第
二
六
号
︶
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
五
月

﹁
日
だ
ま
り
カ
フ
ェ
︵
上
︶
東
欧
で
盛
ん
な
日
本
学
﹂﹃
読
売
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
五
月
二
日

﹁
日
だ
ま
り
カ
フ
ェ
︵
中
︶
原
点
立
ち
戻
り
日
露
友
好
﹂﹃
読
売
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
五
月
九
日

﹁
日
だ
ま
り
カ
フ
ェ
︵
下
︶
尖
閣
影
響
、
中
国
の
日
本
学
も
﹂﹃
読
売
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
五
月
一
六
日

﹁
近
世
の
幕
府
と
朝
廷
︵
三
︶
徳
川
和
子
の
入
内
﹂﹃
究
﹄
六
月
号
︵
通
巻
第
二
七
号
︶
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
六
月

﹁
近
世
の
幕
府
と
朝
廷
︵
四
︶
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
﹂﹃
究
﹄
七
月
号
︵
通
巻
第
二
八
号
︶
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁
近
世
の
幕
府
と
朝
廷
︵
五
︶
高
仁
親
王
即
位
問
題
﹂﹃
究
﹄
八
月
号
︵
通
巻
第
二
九
号
︶
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
八
月

﹁
近
世
の
幕
府
と
朝
廷
︵
六
︶
紫
衣
事
件
﹂﹃
究
﹄
九
月
号
︵
通
巻
第
三
〇
号
︶
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
九
月
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倉
本
一
宏

◦
著
書

﹃
文
春
新
書
九
一
五
　
藤
原
道
長
の
権
力
と
欲
望
　﹁
御
堂
関
白
記
﹂
を
読
む
﹄
文
藝
春
秋
　
二
〇
一
三
年
五
月

黄
自
進
主
編
﹃
東
亜
世
界
中
的
日
本
與
台
湾
　
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
と
台
湾
﹄︵
共
著
︶
中
央
研
究
院
人
文
社
会
科
学
研
究
中
心
　
二
〇
一
三
年
七
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
御
堂
関
白
記
の
普
遍
的
価
値
﹂﹃
朝
日
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
六
月
二
六
日

﹁﹃
摂
関
期
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹄
に
つ
い
て
﹂N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R
 N

o. 87

　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
六
月

﹁
持
統
女
帝
の
皇
位
継
承
構
想
︱
そ
の
破
綻
が
生
み
出
し
た
も
の
﹂﹃
や
ま
と
み
ち
﹄
一
二
九
号
　
Ｊ
Ｒ
東
海
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁﹃
御
堂
関
白
記
﹄
は
何
故
に
す
ご
い
の
か
﹂﹃
文
学
界
﹄
二
〇
一
三
年
九
月
号
　
文
藝
春
秋
　
二
〇
一
三
年
八
月

﹁
よ
う
こ
そ
！
歴
史
史
料
の
世
界
へ
　﹃
御
堂
関
白
記
﹄﹂﹃
社
会
科navi

﹄
文
教
堂
　
二
〇
一
三
年

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
文
明
史
研
究
に
お
け
る
外
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

︱
日
本
資
料
専
門
家
欧
州
協
会
二
〇
一
二
年
会
議
を
振
り
返
っ
て
﹂﹃
日
文
研
﹄
五
一
号
　
二
〇
一
三
年
九
月

小
松
和
彦

◦
著
書

﹃
鯰
絵

︱
民
俗
的
想
像
力
の
世
界

︱
﹄︵
翻
訳
︶
岩
波
書
店
　
二
〇
一
三
年
六
月

﹃
日
本
怪
異
妖
怪
大
事
典
﹄︵
監
修
︶
東
京
堂
出
版
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹃
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
の
す
す
め
﹄︵
楊
暁
捷
・
荒
木
浩
と
共
編
︶
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
三
年
七
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動
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﹁
あ
す
へ
の
話
題
﹂︵
連
載
︶﹃
日
本
経
済
新
聞
﹄︵
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
四
月
二
日
、
四
月
九
日
、
四
月
一
六
日
、
四
月
二
三
日
、
四
月
三
〇
日
、
五
月
七
日
、
五
月

一
四
日
、
五
月
二
一
日
、
五
月
二
八
日
、
六
月
四
日
、
六
月
一
一
日
、
六
月
一
八
日
、
六
月
二
五
日

﹁
故
山
口
昌
男
さ
ん
を
追
い
か
け
て
﹂﹃
京
都
新
聞
﹄　
二
〇
一
三
年
四
月
五
日

﹁
日
本
人
の
忘
れ
も
の
四
二
　
妖
怪
文
化
﹂﹃
京
都
新
聞
﹄　
二
〇
一
三
年
四
月
一
四
日

﹁
日
本
的
な
﹃
和
﹄
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
に
﹂﹃R

e

﹄N
o. 179

　
建
築
保
全
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁
平
安
京
の
陰
陽
道
と
安
倍
晴
明
﹂﹃
歌
舞
伎
座
新
開
場
杮
茸
落
　
九
月
花
形
歌
舞
伎
﹄
歌
舞
伎
座
宣
伝
部
　
二
〇
一
三
年
九
月

佐
野
真
由
子

◦
論
文

﹁
持
続
可
能
な
外
交
を
め
ざ
し
て
︱
幕
末
期
、
欧
米
外
交
官
の
将
軍
拝
謁
儀
礼
を
め
ぐ
る
検
討
か
ら
︱
﹂﹃
日
本
研
究
﹄
第
四
八
集
　
二
〇
一
三
年
九
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
欧
米
外
交
官
た
ち
が
見
て
い
な
か
っ
た
も
の

︱
幕
末
の
外
交
儀
礼
か
ら
考
え
る
﹂﹃
爽
恢
﹄
第
二
六
号
　
二
〇
一
三
年
四
月

﹁
京
都
文
化
芸
術
コ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
足
を
寿
ぐ
﹂﹃
京
都
文
化
芸
術
コ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
設
立
に
当
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

︱
趣
意
書
に
代
え
て
﹄

K
A

C
N

　
二
〇
一
三
年
七
月

“R
utherford A

lcock ’s A
udience w

ith the Shōgun in 1860, and the P
roblem

s Im
plied, ” 1st E

A
JS Japan C

onference, Sep. 2013.

白
幡
洋
三
郎

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
富
士
山
考
　
旅
が
生
ん
だ
富
士
山
へ
の
思
い
﹂
信
濃
毎
日
新
聞
他
︵
共
同
通
信
配
信
︶　
二
〇
一
三
年
七
月
一
日
他

﹁
庭
園
史
の
﹃
常
識
﹄
︱
大
名
庭
園
の
評
価
を
通
し
て
﹂
京
都
造
形
芸
術
大
学
日
本
庭
園
・
歴
史
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
編
﹃
庭
園
学
講
座
二
〇
　
日
本
庭
園
の
モ
ダ
ン
と

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
﹄　
二
〇
一
三
年
九
月
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﹁
ソ
フ
ィ
ア
京
都
新
聞
文
化
会
議
　
日
本
文
化
を
根
付
か
せ
た
椿
﹂
京
都
新
聞
︵
朝
刊
︶　
二
〇
一
三
年
九
月
二
九
日

末
木
文
美
士

◦
著
書

﹃
岩
波
講
座
　
日
本
の
思
想
﹄
第
一
～
六
巻
︵
苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
と
共
編
︶　
二
〇
一
三
年
四
月
～
九
月

﹃
浄
土
思
想
論
﹄
春
秋
社
　
二
〇
一
三
年
七
月

◦
論
文

﹁
災
害
と
日
本
の
思
想
﹂﹃
い
わ
き
か
ら
問
う
　
東
日
本
大
震
災
﹄
昌
平
黌
出
版
会
　
二
〇
一
三
年
六
月

﹁
身
心
の
深
み
へ
﹂
苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
・
末
木
文
美
士
編
﹃
岩
波
講
座
　
日
本
の
思
想
　
第
五
巻
　
身
と
心

―
人
間
像
の
転
変
﹄
岩
波
書
店
　
二
〇
一
三

年
九
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
資
料
編
集
　
鈴
木
大
拙
英
訳
﹃
碧
巌
録
﹄
関
係
資
料
﹂﹃
松
个
岡
文
庫
研
究
年
報
﹄
第
二
七
号
　
財
団
法
人
松
个
岡
文
庫
　
二
〇
一
三
年
三
月

﹁
近
代
と
宗
教
﹂︵
連
載
︶﹃
朝
日
新
聞
﹄︵
大
阪
本
社
版
・
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
四
月
二
二
日
、
五
月
二
七
日
、
六
月
二
四
日
、
七
月
二
九
日
、
八
月
二
六
日
、
九
月

三
〇
日

﹁
仏
教
思
想
の
再
検
討
︵
講
演
記
録
︶﹂﹃
衆
會
﹄
一
八
　
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
　
二
〇
一
三
年
六
月

瀧
井
一
博

◦
著
書

﹃
明
治
国
家
を
つ
く
っ
た
人
び
と
﹄︵
講
談
社
現
代
新
書
︶
講
談
社
　
二
〇
一
三
年
六
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
政
治
学
の
古
典
を
読
む
︵
三
︶　
二
つ
のconstitution

　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
︵
小
松
春
雄
訳
︶﹃
イ
ギ
リ
ス
憲
政
論
﹄
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
一
年
﹂﹃
究
﹄
五
月
号
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︵
通
巻
第
二
六
号
︶
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
五
月

﹁
伊
藤
博
文
とU

nited States

﹂﹃
本
﹄
二
〇
一
三
年
七
月
号
　
講
談
社

﹁
政
治
学
の
古
典
を
読
む
︵
四
︶　
デ
マ
ゴ
ー
グ
と
し
て
の
政
治
家
　
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
︵
脇
圭
平
訳
︶﹃
職
業
と
し
て
の
政
治
﹄
岩
波
文
庫
、
一
九
八
〇
年
﹂﹃
究
﹄

八
月
号
︵
通
巻
第
二
九
号
︶
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
八
月

戸
部
良
一

◦
論
文

﹁
日
本
軍
人
の
蔣
介
石
観
︱
陸
軍
支
那
通
を
中
心
と
し
て
︱
﹂
山
田
辰
雄
・
松
重
充
浩
編
著
﹃
蔣
介
石
研
究
︱
政
治
・
戦
争
・
日
本
︱
﹄
東
方
書
店
　
二
〇
一
三
年
四
月

﹁
日
本
軍
人
的
蔣
介
石
観
﹂
黄
自
進
・
潘
光
哲
主
編
﹃
蔣
介
石
與
現
代
中
國
的
形
塑
　
第
一
冊
：
領
袖
的
淬
鍊
﹄　
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
　
二
〇
一
三
年
九
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
﹃
君
主
論
﹄︵
一
五
一
三
年
︶
︱
君
主
の
持
つ
べ
き
特
性
と
力
と
は
﹂
野
中
郁
次
郎
編
著
﹃
戦
略
論
の
名
著
︱
孫
子
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
か
ら
現
代
ま
で
﹄

︵
中
公
新
書
︶
中
央
公
論
新
社
　
二
〇
一
三
年
四
月

﹁
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
シ
リ
ー
ズ
︵
第
一
回
︶
昭
和
の
指
導
者
︱
中
曽
根
康
弘
﹂﹃
鵬
友
﹄
第
三
九
巻
第
一
号
　
二
〇
一
三
年
五
月

﹁
書
評
　
阿
南
友
亮
著
﹃
中
国
革
命
と
軍
隊
﹄﹂﹃
国
際
政
治
﹄
第
一
七
三
号
　
日
本
国
際
政
治
学
会
　
二
〇
一
三
年
六
月

﹁
文
献
紹
介
　
中
曽
根
康
弘
著
﹃
中
曽
根
康
弘
が
語
る
戦
後
日
本
外
交
史
﹄﹂﹃
軍
事
史
学
﹄
第
四
九
巻
第
一
号
　
二
〇
一
三
年
六
月

﹁
解
説
﹂
西
浦
進
著
﹃
昭
和
戦
争
史
の
証
言
　
日
本
陸
軍
終
焉
の
真
実
﹄︵
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
人
文
庫
︶
日
本
経
済
新
聞
社
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
シ
リ
ー
ズ
︵
第
二
回
︶
昭
和
の
指
導
者
︱
吉
田
茂
﹂﹃
鵬
友
﹄
第
三
九
巻
第
二
号
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁
書
評
　
イ
ア
ン
・
ト
ー
ル
著
﹃
太
平
洋
の
試
練
﹄︵
上
・
下
︶﹂﹃
日
本
経
済
新
聞
﹄　
二
〇
一
三
年
七
月
二
一
日

﹁
解
説
﹂
森
松
俊
夫
著
﹃
大
本
営
﹄
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁
山
県
有
朋
と
長
州
閥
人
脈
﹂﹃
歴
史
読
本
﹄
二
〇
一
三
年
八
月
号
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早
川
聞
多

◦
論
文

“W
ho W

ere the A
udiences for Shunga?, ” Japan R

eview
 N

o. 26: Special Issue: Shunga Sex and H
um

or in Japanese art and literature, E
dited by A

ndrew
 

G
erstle and T

im
othy C

lark, International R
esearch C

enter for Japanese Studies, Septem
ber 2013.

ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン

◦
著
書

Yasukuni, the W
ar D

ead and the Struggle for Japan’s Past (editor), O
xford U

niversity P
ress, 2013 (R

eprint of H
urst/C

olum
bia U

niversity P
ress, 2008).

◦
論
文

﹁﹃
神
都
物
語
﹄
︱
明
治
期
の
伊
勢
︱
﹂
高
木
博
志
編
﹃
近
代
日
本
の
歴
史
都
市
　
古
都
と
城
下
町
﹄
思
文
閣
　
二
〇
一
三
年
八
月

“Yasukuni Shrine: R
itual and M

em
ory, ” reprinted in Sven Saaler &

 Justin A
ukem

a eds., C
ourse R

eader 7: “T
he Politics of M

em
ory in Japan and E

ast 

A
sia, ” T

he A
sia Pacific Journal; Japan Focus, 2013.

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
コ
メ
ン
ト 

伊
勢
へ
七
度
：
日
本
人
の
巡
礼
観
﹂︵
共
著
︶﹃
伝
統
文
化
﹄N

o. 48

　
平
成
二
五
年
・
夏
号
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁
編
集
﹂Japan R

eview
 N

o. 25, International R
esearch C

enter for Japanese Studies, Septem
ber 2013.

﹁
編
集
﹂Japan R

eview
 N

o. 26: Special Issue: Shunga Sex and H
um

or in Japanese art and literature, International R
esearch C

enter for Japanese Studies, 

Septem
ber 2013.

細
川
周
平

◦
論
文

“Shōchiku G
irls, O

pera and 1920s D
ōtonbori Jazz ” (translated by P

hilip F
lavin), in H

ugh de Ferranti and A
lison Tokita (eds.), M

usic, M
odernity and 
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L
ocality in P

rew
ar Japan: O

saka and B
eyond, A

shgate, Surrey, 2013.

“T
he Sw

inging P
honograph in a H

ot Teahouse: Sound Technology and the E
m

ergence of the Jazz C
om

m
unity in P

rew
ar Japan, ” in Joseph D

. H
ankins 

and C
arolyn S. Stevens (eds.), Sound, Space and Sociality in M

odern Japan, R
outledge, L

ondon and N
ew

 York, 2014.

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
日
系
移
民
ア
マ
ゾ
ン
で
俳
句
﹂﹃
読
売
新
聞
﹄　
二
〇
一
三
年
五
月
二
〇
日

﹁
沖
縄
系
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
作
家
、
山
里
ア
ウ
グ
ス
ト
の
﹃
空
想
解
脱
小
説
﹄﹂
郭
南
燕
編
﹃
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
日
本
語
文
学
︱
多
言
語
多
文
化
の
あ
い
だ
﹄
三
元
社
　

二
〇
一
三
年
六
月

﹁
１
Ｑ
６
８
の
長
い
長
い
余
波
［
解
説
］﹂
竹
田
賢
一
著
﹃
地
表
に
蠢
く
音
楽
ど
も
﹄
月
曜
社
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁
音
楽
評
　
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
　
山
中
一
平
﹃
河
内
音
頭
あ
べ
の
ぼ
る
一
代
記
不
常
識
﹄
発
売
記
念
ラ
イ
ブ
﹂﹃
毎
日
新
聞
﹄︵
関
西
版
・
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
七
月
一
六
日

﹁
音
楽
評
　
ア
ロ
ー
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
﹂﹃
毎
日
新
聞
﹄︵
関
西
版
・
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
八
月
二
一
日

松
田
利
彦

◦
論
文

﹁
韓
国
駐
箚
軍
参
謀
長 

大
谷
喜
久
蔵
와 

韓
国
︱
大
谷
関
係
資
料
를 
中
心
으
로
﹂
정
병
욱
・
板
垣
竜
太
編
﹃
일
기
를 

통
해 

본 

전
통
과 

근
대
，
식
민
지
와 

국
가
﹄
소
명
출

판
　
二
〇
一
三
年
五
月

﹁
재
일
코
리
안
과 

뉴
커
머 

문
제
﹂
青
厳
大
学
校
在
日
코
리
안
研
究
所
編
﹃
재
일
코
리
안 

디
아
스
포
라
의 

형
성
︱
이
주
와 

정
주
를 

중
심
으
로
﹄
図
書
出
版
선
인
　

二
〇
一
三
年
六
月

﹁
帝
国
日
本
の
政
策
連
鎖
︱
内
務
官
僚
の
植
民
地
へ
の
移
入
と
﹃
地
方
改
良
運
動
﹄﹂
黄
自
進
主
編
﹃
東
亜
世
界
中
的
日
本
與
台
湾
　
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
と
台

湾
﹄
中
央
研
究
院
人
文
社
会
科
学
研
究
中
心
　
二
〇
一
三
年
七
月

﹁
韓
国
駐
箚
軍
参
謀
長
・
大
谷
喜
久
蔵
と
乙
巳
保
護
条
約
締
結
前
後
の
韓
国
﹂
笹
川
紀
勝
・
邊
英
浩
監
修
、
都
時
煥
編
著
﹃
国
際
共
同
研
究 

韓
国
強
制
併
合
一
〇
〇
年
　

歴
史
と
課
題
﹄
明
石
書
店
　
二
〇
一
三
年
八
月
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山
田
奨
治

◦
著
書

﹃
日
本
怪
異
妖
怪
大
事
典
﹄︵
常
光
徹
・
飯
倉
義
之
と
共
編
︶
東
京
堂
出
版
　
二
〇
一
三
年
七
月

◦
論
文

﹁
傑
作
は
ど
こ
へ
消
え
た
？
︱
デ
ジ
タ
ル
複
製
に
よ
る
文
化
財
の
置
換
問
題
を
考
え
る
﹂
楊
暁
捷
・
小
松
和
彦
・
荒
木
浩
編
﹃
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
の
す
す
め
﹄
勉
誠
出
版
　

二
〇
一
三
年
八
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
で
の
１
年
を
終
え
て
﹂N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R
 N

o. 87

　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
六
月

﹁
妖
怪
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
妖
怪
事
典
へ
﹂﹁
項
目
執
筆
　﹃
狐
﹄﹃
狸
﹄﹃
妖
怪
の
呼
称
﹄
他
一
五
件
﹂
小
松
和
彦
監
修
、
常
光
徹
・
山
田
奨
治
・
飯
倉
義
之
編
﹃
日
本
怪

異
妖
怪
大
事
典
﹄
東
京
堂
出
版
　
二
〇
一
三
年
七
月

マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン

◦
論
文

“D
ie Striche sind beisam

m
en (gatten). Zur M

ehrheitsfindung im
 m

ittelalterlichen Japan, ” [C
ounting B

rushstrokes (G
atten). D

ecision M
aking by 

M
ajority R

ule in M
edieval Japan, 

合
点
　
日
本
中
世
に
お
け
る
多
数
決
定
に
つ
い
て], E

gon F
laig (H

g.) G
enesis und D

ynam
iken der M

ehrheitsentscheidung, 

M
uenchen: O

ldenbourg (H
istorisches K

olleg).

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁﹃
当
然
﹄
の
陥
井
﹂﹃
日
文
研
﹄
五
〇
号
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

劉
　
建
輝

◦
著
書
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﹃
亜
洲
概
念
史
研
究
　
第
一
辑
﹄︵
中
国
語
・
孫
江
と
共
編
︶
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
　
二
〇
一
三
年
四
月

◦
論
文

﹁
侮
蔑
、
趣
味
、
そ
し
て
憧
憬
か
ら
脅
威
へ
︱
近
代
日
本
知
識
人
の
中
国
表
象
﹂
上
垣
外
憲
一
編
﹃
一
九
三
〇
年
代
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
﹄
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
三

年
五
月

﹁
満
洲
ロ
マ
ン
の
文
学
的
生
成
︱
﹃
満
洲
浪
曼
﹄
と
﹃
芸
文
志
﹄
同
人
の
活
動
を
中
心
に
﹂
石
田
仁
志
他
編
﹃
ア
ジ
ア
遊
学
一
六
七
　
戦
間
期
東
ア
ジ
ア
の
日
本
語
文
学
﹄

勉
誠
出
版
　
二
〇
一
三
年
八
月

﹁
中
国
開
埠
地
：
日
本
﹃
近
代
﹄
從
這
里
開
始
﹂︵
中
国
語
︶
楽
黛
雲
・
楊
慧
林
編
﹃
比
較
文
学
與
世
界
文
学
　
第
三
期
﹄
北
京
大
学
出
版
社
　
二
〇
一
三
年
八
月

◦
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹁
日
中
の
文
化
的
理
解
︱
戦
前
か
ら
結
ば
れ
た
強
い
絆
﹂﹃
産
経
新
聞
﹄︵
大
阪
版
・
夕
刊
︶　
二
〇
一
三
年
四
月
一
八
日

﹁
対
談
　
上
海
モ
ダ
ン
の
風
俗
事
情
︱
ソ
ー
プ
ラ
ン
ド
か
ら
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
ま
で
︱
︵
井
上
章
一
と
︶﹂
井
上
章
一
編
﹃
性
欲
の
研
究
︱
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ジ
ア
﹄
平

凡
社
　
二
〇
一
三
年
五
月

﹁
張
家
口
と
近
代
日
本
﹂N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R
 N

o. 87 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
六
月

﹁﹃
帝
国
﹄
史
と
し
て
の
日
本
研
究
︱
日
文
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
試
み
﹂﹃
日
文
研
﹄
五
一
号
　
二
〇
一
三
年
九
月


